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2023年（令和５年）6月 2 0日 ●＜ろん・ぽわん＞指先の話 続

●選書の法則：

Ｓ .Ｒ .ランガナタンからの 187 のメッセージ (23)

　箸の素材として好んで使われるスネークウッドの

話から飛躍して、この硬い稀少木が弦楽器の弓の材

料としても使われた話を続ける。この木は硬くて比

重が高く水に浮かばない。従って、現代では主に床

につけて演奏するチェロやコントラバスの弓の材と

して流通しているようだ。特にバロック弓と称する

一時代前の楽器用としては現役だそうだ。

　一方で、バイオリンやビオラなど小型の弦楽器

は肩に付けて演奏する。微妙な指使いが要求され

る弓としてはスネークウッドは重くしなりが出し

づらく、最適とは言えなかった。さらに弓の材質

や特徴に合わせた弓毛の張り方とも密接に関係す

るからだ。この問題は 18 世紀後半にフランソワ・

トゥルテという弓職人が偶然出会ったブラジル原

産の赤い木が登場すると、事情は一変する。

　さがしてみたらこの分野の本が意外に少ない。

弦楽器本体については多少出版されているものの、

弓となるとほぼ見当たらない。そうするとどうし

てもウェブ上の資料に頼らざるを得ない。ウェブ

サイトに限らず、最近は you tube という動画サイ

トも参考になる。もちろん玉石混淆だから、しっ

かりした情報リテラシーは必須となる。

　2020年 12月 23日にＮＨＫのＢＳで放送された『弓

職人～究極の音を求めて』（「BS 世界のドキュメン

タリー」）は興味深い番組だった。バイオリン弓制

作の話なのでそれ自体はかなり専門的な内容では

あるが、弓の材料となるブラジル特産のパウ・ブ

ラジル（別名フェルナンブーコ）という稀少な樹

木をめぐる 16 世紀以降の世界史的な視点や、さら

に文化史上の側面、さらに現代の弓制作にまつわ

る環境問題など奥行きは深い。

　パウ・ブラジル（別名フェルナンブーコ）はペ

ドロ・カブラルというポルトガル人がもたらした

と伝わる。彼は最初にブラジルに遭遇したヨーロッ

パ人として、南米の様々な産物を祖国にもたらし

た。「赤い木」を意味するパウ・ブラジルも、当初

は布地を赤く染める染料として用いられ、一時期

ポルトガルの収入源となった。

　ところが、同じく中南米に食指を伸ばしていた

スペインが、決定的な赤い染料を獲得してしまう。

カイガラムシの分泌物が原料となるコチニール染

料である。スペインはこの利権を徹底的に管理し、

長く莫大な冨を独占し続けた。（『完璧な赤―「欲

望の色」をめぐる帝国と密偵と大航海の物語』エ

イミー・バトラー・グリーンフィールド著／佐藤

桂訳／早川書房／ 2006）

　18世紀から 19世紀にかけてフランソワ・トゥル

テらがフェルナンブーコですばらしいバイオリン弓

を制作して以来、弓の材料として唯一無二の素材と

なった。しかし当初からの乱獲が尾を引いてか資源

は枯渇しかけていて、ブラジル政府はこの木の伐採

と国外持ち出しを固く禁止している。（埜村 太郎）
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２３．オレのランガナタン没後50周年

１．行った・立った・話した

　第四法則くんのターンが終わったので、恒例の

エッセイを書く。昨年令和 4(2022) 年はランガナタ

ン生誕 130 周年・没後 50周年の記念の年なので、

筆者はイベントや講演に呼んでもらえるなら全国ど

こにでも行くと誌上で宣伝した。結局、大変ありが

たいことに 4回講演をさせて頂いた。この場を借り

て、企画・声がけ・運営といった面でお世話になっ

たすべての方に御礼申し上げる。今回は、この 4回

を振り返ってみようと思う。

２．それぞれの経緯や内容

(1) 令和 4年度花巻市立図書館第 1回スキルアップ

　講座 図書館学者 S.R. ランガナタン没後 50周年

　記念「『図書館の五法則』と新しい花巻図書館：

　図書館業務の神髄からこれからを考える」（令和

　4年 6月 5日（日））

　令和 3年度中に、花巻市立石鳥谷図書館長（当時）

からご提案頂いたものである。現在、従来の花巻図

書館が築50年を経て、老朽化と狭隘化が問題となっ

ている。新館計画の策定が進み各種構想資料が提示

されているが、まだ実現していない。この新館計画

を絡めてランガナタンや『図書館学の五法則』の紹

介を是非お願いしたいとのことだった。

　盛岡から南に約 30km に位置する花巻市は、宮沢

賢治 (1896-1933) の街として著名なほか、花巻温泉

や台温泉、鉛温泉等の多種多様な温泉がある観光地

である。良く練られた新館計画は非の打ち所がな

く、筆者が何か意見するものでは無い。ゆえに、計

画案に書いていないことをランガナタンの考えを基

に少々追加する程度にした。

　当日の会場は、宮沢賢治先生のお墓から至近の

花巻市文化会館大ホールである。この大ホールは、

200人も入る大きなものだった。こんなでかいと緊

張するだろうというのもあったが、より心配なのは

集客である。当日ガラガラだと意気消沈である。実

際は満杯ではないが閑古鳥が鳴くほどでもなかった

ので、ほっとしたものである。特に嬉しかったのは、

近隣大学の図書館学の先生や県内各地の図書館関係

者、そして自分の学生が多数来てくれたことである。

パパパコメントという参加者のコメントが流れるシ

ステムを使ったところ、大学生を中心に質問や感想、

合いの手のコメントをしばしば流してくれて盛り上

げてくれた。

　講演内容は、図書館の基礎知識やランガナタン、

インドという国のことを知ってもらうような限りな

く初歩的にして楽しめるものにした。また当日は新

図書館計画室の方に中途で登壇して頂き、現在の計

画を説明して頂いた。ちなみにだが、実はこの連載

の第 19回に登場した弟子ら（卒論指導学生）とは

別の弟子に、この「新しい花巻図書館」を研究した

花巻出身の者がいた。この卒論を大いに参考にして

彼女の主張も紹介した。本人は来なかった（涙）も

のの、彼女の思いを参加者に伝えることができたの

ではないかと思う。

　最初に提案下さった館長さんが前年に定年退職

し、後の連絡諸調整を部下の司書さんが引き継いで

いた。この司書さんには、この講演をはじめ、様々

なことでお世話になった。この連載も毎回読んで感

想をくれるような律儀な方で、これからの花巻の図

書館を背負う司書さんと期待していた。しかし、今

年度に図書館とは違う部局に異動させられた。花巻

市も何をやっているのだと思う、やるせない。

　さて、このような人事も含めて色々難しい事情は

あるようだが、早く新館を建ててもらいたい。一番

の問題は、建築予定地に複数の意見があり、話がま

とまらないのだと言う。宮沢賢治に憧れてやってき

た旅人、或いは温泉で休もうと訪れた観光客を迎え

入れる入口になりつつ、花巻市民の自己教育の拠点

となるような図書館がそう遠くない内に実現してく

れればなあと切に願う。

選書の法則：
Ｓ.Ｒ.ランガナタンからの187のメッセージ (23)
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(2)日本図書館文化史研究会第2回研究例会「S.R.ラ

　ンガナタン：人と生涯」（令和4年 12月 3日（土））

　これは筆者の持ち込み企画である。事務局を担っ

ている先生に、ランガナタンの記念の年だから何

かできないか？と提案したところ、当研究会の例

会で採り上げてはどうか？とご提案があった。し

かし例会を筆者 1人の一人会にするにはちょっと

ハードルが高いので、他に国内でランガナタンの

研究をしている人と 2人会ができないか？という

こととなった。とはいえ実はランガナタンを研究

している人がほぼ居ないので、非常に困った。し

かし以前から筆者をよく指導してくれる方から、

『現代の図書館』59 巻 3 号（2021）に東京学芸大

学附属図書館の高橋隆一郎さんという方が「ラン

ガナタンの図書館学の思想に対するマヌの影響に

ついての概観」という翻訳原稿を発表されている

のを教えて頂いた。打ち合わせの結果、この方に

頼んでみてみようとなったのである。幸いこの高

橋さんと旧知の方に仲介して頂き、会が成立した。

筆者としても、同じランガナタンの山を登る方と

出会えるのは貴重な機会だった。

　当日の会場は、東京の日本図書館協会であった。

筆者の出身は同じく東京であり、ここに高齢の両親

は健在である。しかしこのはやり病のため、80歳

を超える両親の様子を見に行くのは極力控えてい

た。しかし 5月に母親が 2か月入院した際、高齢

の親父殿の陣中見舞いのため 2年ぶりに数度上京し

た。母が夏前に退院すると今度は緊張の糸がほどけ

たのか、親父殿がほぼ寝たきりになってしまった。

10月の長野出張の帰路、実家に立ち寄ると、親父

殿はやせ細り口を開けて寝てばかりで、足は壊死寸

前であった。弱気になり「いよいよ俺も終わりだ」

とか細く言う。「大丈夫だからそんな縁起でも無い

ことを言うな」と言うと、そんな元気はあるのかと

逆に感心したが怒って怒鳴られた。その日は話が全

く嚙み合わず 1時間滞在後、筆者が癇癪を起して仙

台に帰ってしまった。文化史研の講演のため 12月

に上京した際、両親の見舞いも兼ねて実家に泊まっ

た。親父殿は幾分元気を取り戻していたものの、10

月の喧嘩を根に持っていて筆者と話そうともしな

かった。

　話を講演に戻すが、日本の図書館界の中心の１つ

である日本図書館協会で講演できるのは本当に感無

量であった。特に竹内悊先生がまだお元気だったこ

ろ、ランガナタンの読書会に招かれて先生のお話を

伺ったのが同じ部屋であり、今度は自分が人に話を

する側になり感慨深かった。

　さてこの会での講演内容は、図書館史の研究会で

あることを意識し、これまで自分が書いたランガナ

タンの事跡関連の論文を抜粋して、1892 年に産ま

れて 1972年に生涯を終えるまでの概略をお話した。

以前、図書館員に転職する 32歳までの事跡は詳細

にまとめたので、この機会にその続編をまとめる機

会にしよう・・・と最初思ったのであるが、令和 4

年は特に忙しく、あまり作業できなかったのが悔い

に残っている。今後、継続して研究を行いたい。

　一緒に登壇した高橋さんの話は筆者とは全くアプ

ローチが異なり、非常に興味深かった。特に『五法

則』を基に現代的な課題、コロナ禍に対して図書館

はどのように対応していくべきか？という実践的な

所見が勉強になった。また、高橋さんから、『五法

則』の巻頭のマヌの言葉は、実はランガナタンの創

作だということを聞き、これは本当に刮目させられ

た。自分の持っている息子ヨーガシュワリ氏著のラ

ンガナタンの伝記の裏表紙に実は小さくそう書いて

あるのを教えてもらい、大変目から鱗だった。

(3) 日本図書館研究会第 64回研究大会シンポジウ

　ム『図書館学の五法則』の実践（ランガナタン没

　後50年）（令和 5年 3月 5日（日））

　これは、日本図書館研究会から打診を受けた機会

である。久々の対面開催である研究大会の 2日目の

シンポジウムのテーマに、記念の年であるランガナ

タンを取り上げたいというご提案だった。シンポジ

ウムなので、多くの登壇者による様々な発表や質疑

応答が展開されるかと思うと、非常に楽しみであっ

た。シンポジウムの構成については、『五法則』の

法則それぞれに関連する研究者や実践家を充て、そ

れぞれランガナタンの現代的意義や実践紹介をして

もらう、というアイデアを採用してもらえた。

その結果、自分は「報告 1 ランガナタン『図書館

学の五法則』再考：本の利用が当たり前になったこ
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の時代に」というタイトルで基調講演と第一法則を

担当するほか、次のようなメンバーがそれぞれの担

当の法則に基づき発表を行った。

報告２　Every person / Every bookに図書館は寄

与できているのか：利用研究から見る第二・第三法

則の現状 / 佐藤翔（同志社大学免許資格課程セン

ター准教授）

報告３　第四法則 利用者の時間を節約せよ：ヴァー

チャルレファレンスサービスのこれからを考える / 

松野南紗恵（明治大学大学院文学研究科博士後期課

程）

報告４　有機的であること：Growing organism-

Organic Organization-Network communication / 平

賀研也（日本大学芸術学部非常勤講師，前県立長野

図書館長）

　この時の会場は、同志社大学今出川キャンパス良

心館という立派な建物である。会場に着くと、業界

の有名な先生が多く参加されており、急に緊張した

のを覚えている。内容については、学会なのでそれ

なりにアカデミックな内容にした。自分の話の最後

の方は、第一法則に基づき現代の諸問題の所見を述

べたが、「図書は利用するためのもの」を、コロナ

を言い訳にいとも簡単に現場の人や当局が無視する

ことや、「限られた少数にその人の本を」という格

差が起きていること指摘した。話す内に何だか腹が

立ってきて、熱くなったことを覚えている。

　全員の登壇が終わった後、登壇者による全体討議

にも参加して、本当にお腹いっぱいな一日であった。

ところで、翌日関西の図書館を弟子たちと一緒に見

学する予定であった。弟子らは研究大会当日には京

都・大阪にすでに全員到着していたが、全員畿内観

光を楽しみ、筆者の発表を聴講しようとする者は皆

無であった。後で聞くと、皆はそれぞれ図書館の見

学をしていたらしく、大学生らしく U〇 Jで遊んで

いた訳ではないようなので、そこは許したい。

(4)日本図書館協会図書館政策セミナー『ランガナ

　タン『図書館学の五法則』を学ぶ』（令和 5年 3

　月 12日（日））

　これは、この日本図書館協会の図書館政策企画委

員の方から打診があったものである。この方は竹内

悊先生の高弟で、前述した読書会時代に知り合うこ

とができた。その後は中々お会いする機会も無かっ

たが、現在の職場の先任の同僚の先生が大学で同級

生であったというご縁もあった。また竹内先生が逝

去された令和 3(2021) 年 10 月以降、連絡を取り合

う機会が増えた。やり取りをするうちに、ご自分が

所属するこの委員会の企画行事として、是非登壇し

てもらいたいとの有難いオファーを頂いた。ちなみ

にこの方は (2)～ (4)まで全部会場に来て聴講して

下さった。本当にありがたかった。

　さて、この会では、主な聴講者である図書館政策

に関わる方々向けに理念的な話を前半にした。また

学校図書館関係者が多いとのことだったので、後半

はランガナタンの学校図書館観も話した。場所は(2)

と同じで日本図書館協会であった。年度内に 2回も

この会場で登壇できたことは、大変名誉なことであ

る。ここでも終了後は多くの質問を頂き、関心を持っ

てもらえた手ごたえを感じた。

３．おわりに

　このように 4つの会を振り返ったが、ともかく運

よく無事に登壇できて良かった。4回とも重複する

内容もあるものの、基本は別テーマにてお話できた

ことは、我ながら15年以上研究してきた甲斐があっ

たものである。聴講した皆さんに少しでもランガナ

タンの紹介と印象付けができていれば、本懐である。

　後日談である。ある日、ランガナタンがかつて

活躍したチェンナイ（当時はマドラス）の図書館

員と別件でチャットをした時のことだ。その際に

「昨年はランガナタン没後 50 周年であり、インド

では多数のイベントがあったろうけど、渡航して

参加できなくて残念である。」といったことを送信

したところ、

　没後 50周年という観点では祝わない。むしろ

生誕 130周年は祝う。そういえばランガナタンが

図書館長になったのが1924年で、来年はその 100

周年だからインド全国で図書館関連団体が色々な

祝賀行事を実施するだろう。
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と返信が来た。日本では七回忌といった法要の感覚

があるが、仏教の本家本元のインドにはそのような

感覚は無いようだ。また、まさかライブラリアンに

転職して 100周年祭をするとは思ってもいなかった

ので、これは驚くとともに来年こそ再渡航したいも

のだと改めて思った。

４．その後の親父殿

　(3)と (4) を終えた 3月のお彼岸の頃、親父殿は

普通に歩けるようなくらい回復していた。車に乗せ

るので、一緒に千葉県にある先祖代々の墓参りをし

ようと誘ったが、自信が無いと言って頑として言う

ことを聞かない。が 1時間の説得後、なんとか連れ

出すことができた。墓参を終えて以降の親父殿は遠

出できたことが大変ご機嫌で、延々としゃべるよう

になった。さらに現在は、〇〇〇の美術館に連れて

行ってくれとせがむ始末である。東北から車で来い

というので、非常に面倒くさい。まあそう遠くない

内に親孝行はするが、しばらくは食傷気味である。

　実は第四法則くんの江戸っ子言葉は、親父殿が

日々喋るそれをイメージして書いたものである。今

回の連載で親父殿の没後弔文を書くはめにならず、

その点も非常にほっとしている。残念なことに大変

面倒くさい人なので、積極的に一緒に居たいとは思

わないが、長生きは今後もして欲しいとは思って

いる。（よしうえ　しょうえい：盛岡大学文学部）

https://sakuhokusha.thebase.in/items/56828429
https://www.yamakawa.co.jp/product/15221
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https://www.shobunsha.co.jp/%3Fcat%3D45
http://www.showado-kyoto.jp/
https://www.sinfonica.or.jp/kanko/estrela/index.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b625901.html

